
焼酎用原料甘藷の生育状況 

 

 

 

 

 

 
   

 ようやく長かった梅雨も明け、いよいよ甘藷の収穫作業が始まります。長雨の影響で昨年より

やや生育が悪いようですが、今後の晴天で持ち直す事に期待したいと思います。しかし、里芋は

水が必要ですので、勝手ではありますが休日も兼ねて週に 1 回位の雨が欲しいところです。 
 

 

 
 

 ７月１４日・２３日に甘藷の坪堀り調査が行われました。４月定植分は活着が良く、日照時間

も長かった為、良い結果となっています。５月定植分については日照不足の影響が心配されます

ので、今後の天候に期待いたします。都城管内でセンチュウ被害、つる割れ病被害の報告があり

ました。出荷時には、十分注意して選別作業を行ってください。 

〈コガネセンガン〉                         収量：トン/10ａ 

圃場 定植日 マルチ 土質 収量 圃場 定植日 マルチ 土質 収量 

姫城 4/11 黒 畑 1.33 山田 4/4 透明 田 1.40 

安久 4/10 透明 畑 1.15 三股 4/10 透明 畑 1.63 

梅北 4/10 黒 畑 0.95 山之口 4/16 黒 畑 1.22 

沖水 4/13 生分解 畑 1.34 高城 4/3 透明 畑 2.42 

祝吉 4/7 透明 畑 1.53 志和地 4/10 生分解 畑 1.57 

五十市 3/31 透明 畑 0.79 高崎 4/7 透明 田 2.60 

庄内 4/4 透明 畑 1.67 平均    1.51 

７月１４日調査  姫城・安久・梅北・沖水・祝吉・五十市・庄内・山田 

７月２３日調査  三股・山之口・高城・志和地・高崎 
 

 
 

 

営農サポート通信６月号で掲載しましたゴボウに続き、今回は甘藷栽培に適した緑肥作物をご

紹介いたします。 
                                               （雪印種苗提供資料より一部抜粋） 

 

えん麦 「スナイパー」 の場合 播種時期：９月上旬～下旬播種、播種量：8～10ｋｇ 

  1 月 ２月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

作付け体系①     甘藷作付け期間 播種 → すき込み 

・エン麦「スナイパー」はネコブセンチュウ対抗作物です。サツマイモネコブセンチュウの抑制

効果を得るには９月上旬～下旬（地温１８度以上）が播種適期となります。 

 

ライ麦 「Ｒ００７」 の場合 播種時期：１２月上旬～下旬播種、播種量：10～15ｋｇ 

  1 月 ２月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

作付け体系② → → 
３月下旬～４月

上旬すき込み 
甘藷作付け期間 播種 

・ライ麦「Ｒ-007」はキタネグサレセンチュウ対抗作物です。播種後の覆土、鎮圧をすること

により、株の定着率が高まって根群が広がり、線虫の軽減効果が高くなります。 
 

※ 価格については営農サポーターにお尋ねください。注文となる場合があります。 

 

  営農サポート通信 第 42 号 
 

平成 27 年 8 月 ＪＡ都城：営農サポーター（ＴＡＣ） 

焼酎原料甘藷と緑肥栽培暦 

ごぼう情勢 

ごぼう用生分解マルチ 

〈規格〉 

厚み：0.016mm 

幅（cm）：65・70・75 

長さ：400ｍ 

芽出しスリット 

間隔１cm 幅約８cm 

※生分解マルチは受注生産品です。受注から納品まで

約１ヶ月かかります。価格については、営農サポータ

ーにお尋ね下さい。 

  
 

『ご家族、ご近所お誘い合わせの上で是非ご来場下さい。心よりお待ちしております。』 

 

・開催日時 ８月２９日（土）・８月３０日（日） ９時～１７時 

・場  所  ＪＡ都城家畜市場 
 

 

《展示即売コーナー》 

●農業機械  ●自動車 ●生産資材 

●生活日用品 ●農・畜産物など 
 

☆来場された組合員の方には記念品を進呈いたします。 
 

 

※ 車の混雑が予想されますので、乗り合せでのご来場をお願い致します。 

・８月２９日（土） 

重信 優  津軽三味線演奏 

１１時と１５時より開演 

・８月３０日（日）  

園 まり  歌謡ショー 

１１時と１５時より開演 

 

 
 

野土加（のどか） ごぼう用の芽出し生分解マルチです!! 
 

多少コストは上がりますが、剥がし、廃棄の手間がかかりません。土中微生物により、自然分

解するプラスチックを使用した廃棄不要のマルチフィルムです。生分解マルチの分解速度は、天

候・水分量と大きな関わりがあります。水分量が少ないトンネル栽培（ビニル）では、分解速度

が遅くなると予想されます。その為、収穫後にマルチが多少残ってしまう場合がありますが、土

に鋤込めば自然分解されますので、問題ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８月上旬現在、宮崎、群馬の２県による産地形成になっているなか、気温の上昇に伴い、土物

類の需要が極端に減ってきたことと、群馬からの潤沢な出荷により、仲卸業者は在庫を抱えなが

らの苦しい販売となっております。（名古屋市場） 

 群馬産の出荷状況については、８月上旬現在で６割程度の進捗となっております。お盆までは

順調な出荷となり、お盆明けから少しずつ減少するのではないかと予想されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（文書取扱：ＪＡ都城 営農企画室） 事務所の電話番号は 38-6693 です 

 

通信内容のご相談は営農サポーター：               までご連絡ください 

約 8cm 

1cm 

【スリット部イメージ】 

第２８回 ＪＡ都城秋季農業まつり 


